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幼児期の反偏見教育的アプローチに関す る一考察
一保育者の援助方法と自己認識に係る体験との関係一

日 浦 直 美

1.問 題 の 背 景

社 会経 済 の グローバル 化 に伴 って、わが国 は急速 に多 文化社 会 に変貌 しつつ あ る。

法務省 入 国管理 局 に よ る平成18(2006)年 度末 現在 の外 国人登録 者数 は、208万 人

を超 え、 この数 は 毎年増加 傾 向 にあ り、 これ らの人 々の 国籍(出 身 地)の 数 は188

力国 に及 んで い る。 特 に1972年 以 降の 中国か らの帰 国者 、1980年 代 のイ ン ドシナ

3国(ベ トナ ム、 ラオ ス、 カ ンボ ジア)か らの難 民、 さらに1990年 の出入 国管 理

及び難 民認 定 法改 正後 、南米 か らの 日系 人が増加 した こ とな どが主 な契機 となって 、

い わゆ る 「ニ ューカマ ー」が急 増 した。また 、ニ ュー カマ ーの急 増 に よって 、以 前

か ら様 々なア イデ ンテイ テイ を もつ集 団が暮 ら してい た こ とが顕在 化 した。これ ら

の変化 は 、私 達 が国籍 、民族 、人種 だ けで な く、人 々の 間に あ る多様 性(差 異)を

どの よ うに捉 え、差 異 に対 す る葛 藤 に どの よ うに対処 してい けば よいの か とい うこ

とにつ い て改 めて考 えるき っか けを与 えてい る。特 にお互 いの 間 にあ る差 異 を認 め、

偏 見1)を 低減 して、多様 な背 景 を もつ 人々 と協 力 的 に生 活 してい くた めの 知識 ・態

度 ・技 能 が教育 課題 と して求 め られ てい る。言 い換 え るな ら、人々 の間 に ある差 異

を認識 し、尊重 す るだ けでな く、差異 か ら生 じる葛藤 を経 て、異 な った価 値観 をよ

り高次 の段 階 で繋 ぎ合 わせ る ことので きる 自律 的 な心 の姿勢(心 性)お よび態 度 と

しての 「寛容性 」 の酒養 こそが 求 め られ てい る。

国際 連合 は 、1995年 を 「国際寛容 年 」 に、ま た、2001年 を 「人種 主義 、人 種差

別 、排 外 主義 、不 寛容 に反対 す る動員 の国 際年」と定 め て、多文化社 会 にお け る 「ト

レラ ンス(tolerance)」 を呼び か けた。 トレラ ンス は寛容 と翻 訳 され て い るが 、 こ

こで強調 され て い る寛容 は、 日本 語 の 「寛容 」 とい う言葉 では説 明 でき ない ニ ュア

ンス を含 ん でい る(野 崎,2002)。 日本語 の 「寛 容」の語 義 は、一般 的 に他者 に対す

る 「許 容」 の意 味合 い が強 く、相 手 との関係 は非対 称 であ る。 しか し、 「他 人 の異

な る慣 習 に対 して、反 対 した り非難 した り嫌悪 を感 じた りせず に 、単 に許容 す るだ

けであ るな らば 、それ は 自由に対す る好意 を示 しただ けで あって 、寛容 を示 した こ

とには な らない 」 とメ ンダス(Mendus,1989)は 述べ て い る。つ ま り、国 際社会 が

求 めて い る寛 容 とは 、単 に許容 を意 味す るもので はない。ユ ネ ス コ総会 で採 択 され

た 「寛 容 の原則 宣言 」(UNESCO,1995)の 草案(1993)に は、 「対 話 と参 加 」が寛 容
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の条件 で ある こ とが記 され てい る(野 崎,2002)。 す な わち、国際社 会で 求 め られ る

寛容 は、対 話 と参加 を通 して もた ら され る と言 うこ とが でき る。この場 合 の人 間関

係 は非 対称 では な「く対称 の 関係 であ る。「否認や 嫌 悪感 や 憎悪 と結 びつ いた 多様性 」

は 寛容 の環境 で あ る(Mendus,1989)。 従 って 、多様 性(差 異)か ら生 じる葛藤 を

乗 り越 え、偏 見 を低減 す るた めに、対 等 な立場 で の対 話や 参加 の態度 を促 す こ とは

国 際社会 で求 め られ てい る寛 容性 の酒養 に繋 が る。そ して 、この よ うな人 との かか

わ りにお け る 自律 的 な心の姿 勢(心 性)お よび 目に見 え る形 での態 度 の形成 は、人

格 の基礎 が 形作 られ 、特 に物 事や 人 に対 す る態度 の基 本 を身 につ け る幼児 期2)か

らそ の芽 を育む ことが重 要 であ る。

幼 児期 の子 どもは、大 人か ら見 る と、外 見上 、 自分 とは異 なる他者 に対 して偏 見

が か った言動 を見せ る こ とが多い。社 会的認 知発 達理論 に基 づ く研 究報告 は、幼 い

子 ども は認 知 的 限界 が ある た め この よ うな偏 見 がか った言動 は避 け難 い と主 張 し

てい る。 これ までの欧米 にお ける多 くの偏 見の発 達に関す る硬 究結果 を概観 したブ ラ

ウンの報告(Brown,R.,1995)は 、就 学前の3～5歳 児が、社会的カテ ゴ リーに よる認

識 とその認識 され た社 会的カテ ゴ リーへの 同一視や選好 、内集 団への強い集 団 中心特

性 によって、能 力 も含 めた他 者 との可視的差異 に敏感 に反応 し、 しか も 自分 が属 して

い る集団 の人 々を選好 す る結果 、外集団、す なわち 自分 と異な る人 々を拒否す る態度

を取 りやすい こ とを明 らかに してい る。 また、アブー ド(Aboud,E,1998)は 、・子 ども

の偏見 は7歳 を境 に してそのかた ちが質的 に異 なるこ とを報告 している。 つま り、就

学前 の子 どもの他者 に対す る態度 は、恐れや喜び といった感 情や、外的 な観 察で きる

特質 に左右 され てお り、また、幼児期 の 自己中心性 や 自集 団 と他集団 の違 いに と らわ

れ 、 相 違 を 誇 張 す.る 傾 向 に 起 因 し て い る 。 ダ ー マ ン=ス パ 固 ク ス ら

(Derman-Sparks,L,&A.B.Cl肱skForce,1989)は 、 これ らの幼 い子 どもの差 異に関す る

不快、恐れ 、排 除な どを含 む直感 や感情 を偏見 の前段 階 と捉 え、 これ らは社会 の 中に

あ る偏 った価値観 に よって強化 され て偏見 に至 る として、「前偏見(pre-prejudice)」 と

呼んでい る。

偏 見 は社会構 造 を反 映 してい るに過 ぎない とす る.「社 会反 映論」 に依 れ ば、人 は

本質 的 にその社 会環 境 の産物 であ り、諸 集 団に対 して、その集 団が もつ相 対 的 な権

力や 地位 に応 じた態 度や ステ レオ タイプ を採用 す る。した が って子 どもは、身近 な

お とな の理 解 した社 会構 造 に応 じた態度 を採 用 す る と考 え られ る。 オ ール ポー ト

(Allport,1954)は 、子 どもが身 近 なお となの振 る舞 いや価 値観 を吸 収 し、 同一化

す る と してい る。 また 、ア ドル ノ ら(Adomoetal,1り50)は 、解 消 され な かった 内

的葛藤 によ って偏 見 を説 明 して い る(内 的状 態論)。 す なわ ち、身 近 なお となに よ

って 自分 の したい こ とを妨 げ られ た 時、子 どもは 「よい子 」で あ ろ うとす る願 望 と

現 実 との 間で葛藤 す るが 、この葛 藤 か ら生 じる欲 求不満 、敵意,不 安 な どを健康 的

に解決 す るの を妨 げ る よ うな懲罰 的 しつ けや お となの権威 的態 度 に触れ て育っ と、
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人 は 自分 の中の欲 求不満や 敵意や不安 を権威や力 のない人 々に向け る。つ ま り内的状

態論 に依れ ば、偏 見は、身近なお となか ら受 けた扱 いの結果 として生 じる攻撃 的衝動

を、子 どもが受 け入れた り制御 した りできない ことか ら生 じると考え られ てい る。

以 上 の偏 見 に関す る古 典的 知 見 は、いず れ も子 ど もの偏 見の形 成 に身近 な お とな

の言 動 が影 響 を与 えて い るこ とを示 して い る。 しか し、子 どもは、 白紙状 態 で一方

的 に大人 か ら偏 った価値 観 を刷 り込 まれ るので は な く、 自分 の認 知手 段 を用 い て、

自分 を取 り巻 く社会 ・世界 を積極 的 に理解 、評価 、コン トロール しよ うと してい る

(Brown,1995)。 つ ま り、子 どもは、周 りの大 人や仲 間 との関係 の 中で 、共 同体 に

参加 しつつ 学習 してい る存 在 であ る(佐 伯,2001)か ら、幼 児 の前偏 見 に基 づ く言

動 は、周 りの大人や 仲 間 との相 互 作用.を通 して、強化 され た り、低 減 された りす る。

したが って 、 ここに反偏 見教育 的ア プ ロー チの意義 が ある、と言 え るだ ろ う。

2.問 題 と 目的

人々の間 にある 「差異」を認識 した上で、葛藤を経た対話による 自律的な寛容性

を育むためには、子 ども同士のかかわ りの中に、自己表現 ・主張の機会 を充分保障

し、ぶつか り合いを通 してお互いが新 しい意味を創造 していくこと、すなわち、互

いに相手の価値観 を感 じ合 うことを通 して、個人の価値観 を超 えて意味の世界をよ

り豊かに してい くことに各々が貢献す る(青 柳,2002)よ う子 どもたちを援助す る

ことが保育者 に求め られている。ところが、わが国の保育の現場では、子 ども同士

の自己表現 ・主張 を積極的に援助 し、ぶつか り合 う機会を充分保障 しなが ら、子 ど

もたちを葛藤 と対話を経た協調性へ と導 くプロセスよ りもむ しろ、自己麺制 を伴 う

関係へ と子 どもを誘導 して協調性を促進 しよ うとす る保育者 の援助方法の方が比

較的多 く見受 けられる(日 浦,2005)。 集団特性 としては、あたたかくなごやかな雰

囲気の もとで、保育者 と子 どもとの情緒的なムー ドが大切 にされる。その結果、保

育者は個々の子 どもと向き合ってはいるものの、子 どもたちの集団は、個 々の子 ど

もの欲求のぶつか り合い(葛 藤)を あいまいに したまま、一体性 が強調 され るよ う

な、いわゆる 「なかよし集団」 となってい る。

一方
、わが国の保育における反偏見教育的アプ ローチは、子 どもたちの 自己表

現 ・主張を促進 し、相互作用におけるぶつか り合 いを経て、子 どもたちが彼 らの関

係性を変容 させていくよ うな集団づ くりを 目的としている。ところが保育者の子 ど

もに対するかかわ り方は保育者によって微妙に異なっている。寛容性の酒養のため

に、自己表現 ・主張を促 し、葛藤を経た対話から協調性を育むことが望ま しいな ら、

子ども同士の相互作用 を特に積極的に援助 している保育者の援助方法について、そ

の背後にある要因を探 る必要がある。なぜならその援助方法が単に個人の資質によ

るものとして捉えられ るのではなく、これ を誰 もが実践できるよう、指標 となるも
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のを検討す ることが求められるか らである。

「保育方法」とは保育実践を展開す る際、特定の保育 目標 に向けて内容 と保育者

のかかわ りを一つの理念のもとに統一する方法原理であるとして、子 どもとの関係

.をつ くる保育者個別の方法(保 育技術)と 区別 して考える場合(加 藤,2006)と 、

「一人ひ とりの幼児が、保育者や他の幼児たちとの集団の中で さまざまな環境にか

かわ り、.自らの成長 ・発達に必要な体験をしてい くことが可能になる状況をつ くり

出す具体的な方法」(後藤,2000)と して、保育の方法原理 と技術を総 じて捉える場合

がある。実際の保育場面では、個々の保育者の中にある方法原理 と保育技術を区別 し

て捉えることは非常に困難であるため、本稿では保育の方法原理を具現す る保育技術

をも含めた保育者の子どもへのかかわ りを 「援助方法」と呼ぶことにする。

保育者の援助方法は、その保育者の子 ども観 ・保育観 に依るところが大きい。子

ども観 ・保育観は、その人が受けた専門教育の内容だけでなく、その人が経験 した

出来事か ら得た価値観 に影響 され る。高橋 と岸野(2005)は 、ライ フイベ ン ト研究

において、個別の経験の差異を把握 し、そのものの重みを読み とる課題に取 り組む

上で、人の 「記憶」に注 目している。人隼経験は、人生におけるある出来事への対

処やそれを含む記憶によ り形づ くられて行 く。高橋 らはこの、人生経験 についての

「自伝的記憶」が個人を個人た らしめていると述べている。本稿ではこの考え方 を

援用 し、保育者の子 ども観 ・保育観を探 る方法として、保育者 として これまでの仕

事を振 り返った時の 「記憶」によるエ ピソー ドに焦点を当てた。保育者 になろ うと

した時か らこれ までの保育者 としての経験を想い返 し、そのことを語 るとい う行為

を通 して、保育者が記憶 の中か ら拾い上げた印象的な出来事(エ ピソー ド)は 、『お

そ らくその保育者の子 ども観 ・保育観を特徴づける要因となってい ると思われ る。

本稿 の目的は、反偏見教育的アプ ローチ実践園で、可視的差異 を起因 とする子 ど

も同士の葛藤場面において、お互いの 自己表現 ・主張を積極的に援助 し,そ のこと

か ら集団づ くりを行 っでいる保育者への半構造的インタヴューの分析 を通 して、保

育者の援助方法の背後にある子 ども観 ・保育観の要因を検討 し、保育者 の課題 を考

察することである。

3.方 法

3.1.対 象

反偏 見 教育 的ア プ ロー チ を実践 して い る近 畿地 方 のH保 育所(公 立)の3歳 児

クラス、 タ ンポポ組(仮 称)の 担任 、B先 生(女 性)。B先 生 は 、保 育歴25年 目の

保 育士 で 、H保 育所 での勤務 は調 査時6年 目であ る(昨 年 度 は5歳 児 ク ラスを担 当)。
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3.2.手 続 き

B先 生へ の半構 造的イ ンタ ヴュー を実施す る以 前 に、筆 者 は幼児 期 の反偏 見教 育

的 アプ ロー チの実 際 を検 討す るた め、2004年4月 か ら2006年3,月 まで、2週 間 に

1回 のペ ー スで、保 育所 での参 与観 察 を行 った。観 察 園 と して選 ん だH保 育所 は、

近畿 地方 の住 宅都 市(人 口約39万 人)、A市 の北西部 に位 置 し、大 きな幹線 道路 と

電車 の駅 に挟 まれ た住宅密 集地 に あ る公 立保 育所 であ る(定 員140名)。H保 育 所

は 、1976年 、 この地域g)小 学校 区 に保 育所 がな い こ とか ら同和 関連保 育所 と して

開所 して 以来 、 「人 権 を大切 にす る心 をそ だて る保 育」(以 下,「 人権 保 育」 と記

す)を 保 育 の指針 ど してい る。H保 育 所 の職 員 が参加 してい る園外 の保 育研 究会 報

告書(2004)3)に は,保 育所 開設 時の保 育 目標 につい て、 「地 区 の保 護 者 の"差 別 に

負 けない 子 に育 って ほ しい!"と い う願 い は強 く、 それ を受 けて保 育所 では 、一 人

ひ と りの子 どもを"自 分 の要 求 を しっか り出 せ る子 に!"そ して 、"友 達 と関 わ るカ

を持 った 子 に!""意 欲 的 に遊 べ る子 に!"を 目指 して ス ター トしま した。 」 と記 さ

れ て い る。 以 下は 、現 在 のH保 育所 の保 育 目標 を示 す子 ども像 につい て の記述 で

あ る(保 護者 宛 プ リン トに掲載 され た もの).。 特 に、多様性 の尊 重お よび ステ レオ

タイ プや 偏 見 に対 す る意識 とそれ らに 立 ち向 か う力 を子 どもた ち に育 て よ うと し

てい る こ とが特徴 的で ある。

テーマ:つ くろ う、みつけよう、じぶんたちのや りかた1

・自分のことが大好きで、自分の気持 ちがその子なりに表現できる子 ども』

・自分で しよ うとする意欲 を持ち,見 通 しを持ってあそびや生活を作 り出す子 ども

・友達のあるがままの姿を認め合い仲間 との豊かな関わ りを持っ子 ども

・身の回 りの生活や仲間の中にある 「きめつけ」や偏見をおか しい と感 じ、行動する

子 ども

前述 の先 行研 究 か らも明 らかな よ うに、3～5歳 児 は、可視 的差 異 に対 して拒否

的言 動 を現す。 したが って、その こ とが原 因 の い ざこざが頻繁 に 見 られ るが、特 に ・

3～4歳 は差異 認識 のプ ロセ スで重 要 とされ てい る こ と、 また、一 般 に3歳 ク ラス

で は対 人間 の葛藤;場面 に保育者 が介 入す るケー スが 多いた め、2005年4月 か ら3

歳児 クラス(タ ンポ ポ組)を 参 与観 察 の場 と した。 タ ンポポ組 に は、27名 の子 ど

もに対 して基本 的 に2名 の担任(A・B)が 保 育 を担 当 してい るが、 目が ほ とん ど

見 えな いK(女 児)に 対す る加 配保 育士(DかE)や 、AかBが 休 み を取 った時 に援

助 に入 るフ リー の保 育士(CかF)が 手 どもた ち とか かわっ てい る。

クラ スには 、2名 の 中国 籍の子 ども(N:男 児/T:女 児)が 在 籍 して い た(Nは

10月'、Tは9月 に帰国)。 また、Kの 他 に、 眼鏡 をか けたM(女 児)や 、母親 が

フ ィ リピン人 のR(男 児)、 家庭 で の 育児放 棄 が原 因 で、他 児 に比 して極 端 に身 体

ノ
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が小 さいY(女 児)な ど、子 どもた ちが 「差異 」 を感 じるの では ないか と思 われ る

幼児 が在 籍 して い る。

観察 した事象 の背景 となる情報 を得 るた め、所長や保 育者 達に対 して、保育 の流れ

の 中で援助 の意図等 を質問す るイ ンフォー マルなイ ンタ ヴュー と、 あ らか じめ 日時 を

決 めて話 を聴 くフォー マル なイ ンタヴュー とを行 った。 フォーマル ・イ ンタ ヴューで

は、保 育者のか かわ りの背 後 にあ る保 育観 に関す る半構造的なイ ンタ ヴュー を行 った。

タ ンポポ組 の2人 の担任(A先 生 とB先 生)の うちA先 生 は、 たん ぼぽ組 の 大

部分 の子 ど もた ちが2歳 児 の 時の ク ラス担任 の1人 で あ り、「持 ち上 が り」 の クラ

ス担 任(保 育歴30年 目の保 育士で 、H・保 育所 で の勤 務 は調査 時5年 目)で あ るが 、

体調 を崩 して休 む こ とが度 々 あ った。 「方 、B先 生 は 、今年 度 か らたん ぽぽ組 の担

任 を してい る。朝 の 自由あそ びの時 間 、A先 生 はほ とん ど、自分 か ら子 どもた ちに

積極 的 にか かわ るこ とをせ ず 、子 どもた ちの遊 び を見守 って い る こ とが多 い。これ

に対 してB先 生 は、子 どもの 前偏見 的言 動や 、それ を起 因 とす る子 ども同士 のい ざ

こ ざに敏感 に反応 し、子 どもたちの 自己表 現 ・主 張 を促 し、お互 いが ぶっ か り合 う

機 会 をっ くる よ う積極 的 にか かわ る姿 が比 較 的 多 く見受 け られ た。そ こで 、本 稿 で

は 、B先 生へ のイ ン タ ヴュー を分析 の対象 と した。

(1)デ ー タの収集

B先 生 の勤 務 が ない 日に、保 育所外 で昼 食 を共 に しなが らイ ン タ ヴュー を計3回

行 った(①2005年6月11日(土)11:30～14:00/②2005年10月8日(土)12:

20～15:00/③2006年6,月25日(日)12:00～14:30)。 この うち① は、主 に参 与

観察 を補 うた めの保 育 内容 に関す る質 問、② は保 育 者 と しての これ まで の歩み を振

り返 って、心 に残 るエ ピ ソー ドにっ いて語 る こ とを依頼 した半構 造的 イ ン タ ヴュー

③ は、主 に保 育 カ リキュ ラムの 内容 につい て詳 しく尋 ねた。実質 的 なイ ン タ ヴュー

時 間は 、約1時 間～1時 間30分 で 、そ の内容 は 、了解 を得 て小型 テ ー プ レコー ダ

に録 音 し、後 にテ ー プ起 こしを行 った。本 稿 では 、主 に② のイ ン タ ヴュー で得 たデ

ー タを分析 対象 とす る。

(2)デ ー タ分 析

デ ー タ分 析 は グ ランデ ッ ド ・セオ リー ・ア プ ローチ(gloundedtheoryapproach)

の分析 手順(犬 木,2005)に 従 って、イ ンタ ヴューの 録音 テー プ を起 こ した文 章 を

ほ ぼ ライ ン ・バ イ ・ライ ンで 切 片 化 し、 そ れ ぞ れ の 内 容 に つ い て 、プ ロパ テ ィ

(property:特 性)と デ ィ メンシ ョン(dimension:次 元)に 整理 し、それ に ラベ ル付 け

を して、 ラベ ル 、プ ロパ テ ィ、デ ィ メン シ ョンを見 渡 しなが ら、カテ ゴ リー に整 理

した。その後 、研 究課題 で あ るB先 生 の援助 法 とそ の背後 に あ る価 値観 に関連 のあ

るカ テ ゴ リー めパ ラ ダイ ム(paradigm:カ テ ゴ リー 同士 を関係 づ ける枠 組 み)を 明 ら

か に し、関連 図 を作成 した。 この 関連図 を基 に、B先 生 の援助方 法 の背後 にあ る子
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ども観 ・保育観を支える要因を検討 し、反偏見教育的アプローチにおける保育者の

課題について考察 した。

4.結 果 お よび考 察

4.1.保 育観 の転換 を促 した 「出会 い」 と自己変革

(1)発 話 内容の分類

B先 生 の語 りを録 音 した もの を、テー プ起 こ しし、文 章(意 味 のま とま り)と し

て の一 区切 りずつ に切 片化す る と、全部 で53・ にな った。 これ らの発 話 に1～53の

番号 をつ け、それ ぞれの発 話 に含 まれ る特性 とそ の特性 の次 元 につい て一 文ず つ検

討 し、 それぞれ に ラベル 付 けを した。 表1は そ の一例 で ある。

表1B先 生の発話の特性と次元
1

発話No. ラベル B先 生の発話 特性 次元

3 進路選択の 本 当に,こ う、 小 さい時 か ら保 母 選択学科への 強い

自信 に な りた い とか で は な くっ て、 ほ 引け目感

ん とに こ う、 ま あ で も、 小 さい 子

が好 きだ か らとい うこ とで 、 じゃ

あ幼児教育 にい こうかなってい う

ところ で 、 こ う選 ん でい っ た とこ

ろはあ るんですけ ど、なんかす ご

い申 し訳 な い よ うな。

そ の後 、すべ て の発 話 の ラベル 、特性 、次元 を見 渡 して14の カテ ゴ リー に分類 し
㌔た
。発 話 のカ テ ゴ リー と分類 された ラベル は表2に 示す 通 りであ る。

表28先 生の発話のカテゴリー とラベル

No カ テ ゴ リー

1

ラ バ ル(発 話No.)

① 進 路決 定 まで

のプロセス

志望(1),進 路 選 択(2)、 進 路選択 の 自信(3)、 就 職 時の迷 い

(4)就 職 指 導へ の対応(6)、 就 職 先決 定(7)、 保 育士 へ の道

(8)、 保 育士 にな った理 由(9)

② 家庭教育 育てられ方(5)

③ 保 育 士 と して

の職歴

キャ リア(10)職 歴(36)

④ 同 和保 育 との

出会い

同和保 育推 進 園 との出会 い(11)、 同 和保 育 と私 生活(18)、 同

和保 育 と 自己の保 育観(19)同 和 保 育 との出 会 い(20)、 自分

の価 値観 と同和 保 育所(23)、 同 和保 育 を熱 心 に実践 して い る

保 育所 に勤務 す るつ らさ(24、`25、26)
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⑤ 自己認識 振 り返 りの きっか け(12)、 子 育 てにお け る気づ き(13、 、15)、

子 育 て の あせ り と疑 問(14)、 立 ち止 ま り(16)わ が 子 の状 態

(17)、 子 どもに対す るか かわ り方 の確 信(21)、 子 育 て の変化

(22)、 育 て られ方 に対す る気 づ き(30)、 振 り返 りの内容(31)、

自分へ の気 づ き(34)

⑥ 影 響 を与 え て

くれた同僚

同僚 との 出会 い(27)、 出 会 い と自分へ の気 づ き(28)、 自分 を

振 り返 る経 験 ・(29)、 影 響 を与 えた 同僚(32)

⑦ 職 業選択に対

する満足感

職業選択への評価(33)

⑧ 出会 い の意 味

の確認

出会 い(35)、 出 会 いの 大 きさ(37)

⑨ 自己変 革 の実

感

自己変革(38)

⑩ 同和保育推進

指 定園の取 り

組み

推 進 園(39),保 育 所 の意識(40)

⑪ 幸せな時 子どもの変化の実感(41)

⑫ 特 定の 子 ども

とのかかわ り

意識 的に かか わ る子(42)、 子 ども と言 語表 現(43)、 言 葉 と人

間関係(44)、 子 どもへの共感(45)、 子 どもか らの発 見(46)、

か か わ りの変 化(47)、 担 任 同士 の話 し合 い(48)、 子 どもの変

化(49)

⑬ 保 護 者 との 関

係

差別 と保護者の対応(50)、 保護者 とのズ レ(51)、 保護者 と保

育所(53)・

⑭ 小 学校 との 関

係

小学校 との連携(52)

(2)B先 生の 語 りの パ ラダイム

B先 生 の発話 内容 か ら子 ども観 ・保 育観 や援助 方法 の背 景 とな る要因 を探 るため

に、上記 の14の 発 話の カテ ゴ リー か ら問題 関心 に関 して(1)条 件(状 況)を 述 べ

てい る と思 われ るもの、(2)状 況 を受 け、生 じた問題 や関 心事 に どの よ うに対処 し

たか とい う行為や 相互行 為 にっ いて 述べ てい る もの、(3)行 為 ・相 互行為 の後 に ど

の よ うに状 況 が変化 したか とい う結 果、帰 結 を述 べ た もの を拾 い上 げ カテ ゴ リー 同

士 を関係 づ ける枠 組 み(パ ラダイ ム)を 明 らかにす るた め、構 成要 素別 に整 理 した。

状 況 につ いて は、 カテ ゴ リー①,② 、行為 ・相 互行 為 につ いて は、 カテ ゴ リー③,

④,⑤,⑥ 、帰結 につ いて は、カ テ ゴ リー⑦,⑧,⑨,⑪,⑫ 、が 当 ては ま る。 こ

れ らの関連 を図1に 示 した。
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状況

家庭教育,

〈親のパ ターナ リズム ・干渉度:強/自 己判断 ・決 定の機会:少 〉

寺
進路決定までのプロセス

〈本人の自己主張度:低 い/自 分の希望と親の勧めの妥協〉

行為 ・相互行為 旦

保育者としての職歴 〈私生活〉

同和保育との出会い

(S保 育所:推 進指定園)一 一一一一一 レ 第2子 出産

く子どもの気持ちを聴く・受け止める〉 子育てにおける気づき
く自己主張しない子ども・

同和保育との出会い → 同和保育所勤務のつらさ 受け止めてない自分〉

(H保育所)

影驚 二鐙 ＼

_、
〈自己表現 ・主張と人間関係の関連性に関する確信〉

一一 「

帰結 u

〈特定の子どもとのかかわり子どもの意思・主張の受容と関係づけ〉一 一 　 率 実感1

↓
幸せな時

〈子どもの変化の実感〉

＼

出会いの意味の確認

〈同和保育 ・同僚・自己との出会い〉

/
職業選択の満足感

〈自己肯定感〉

図1B先 生の発話内容のカテゴ リー関連図

保 育者 が子 どもの 自己表 現 ・主張 を促 し、子 どもの意 志 を受 容す る ことに よっ て、

そ の子 どもの人 間関係 づ く りの き っか けが生 まれ る とい う確信 が 、B先 生 の子 ども

観 ・保育観 を支 えてお り、その ことは、B先 生の 自己認識 に関係 して いる ことが図1

か らわ か る。 このB先 生の確信 と自己認識 にはい くっか の要因 があ る。
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4.2.援 助 に関す る確 信 と自己認識 の背後 に ある要因

(1)同 和保育4)と の 出会 い①:S保 育所(同 和保 育推進 指定 園)で の 勤務

上記 の確 信 は、B先 生 自身 の子 育 て にお いて、育児休 暇 中に実感 され るが、当時

の 勤務先 で あ るS保 育所(H保 育所 の前任 保 育所)が 、た また ま 「同和保 育 推進 指

定 園」 に な り、 「子 どもの気持 ちを聴 く、 受 け止 め る」.こ との大 切 さについ .て同僚

か ら聴 か され て いた こ とが その 前提 と してあ る。子 ど もの 「自己表現 ・主張 」の大

切 さにつ いて育児 休暇 中 に気 づい た こ とをB先 生 は以 下 の よ うに語 って い る。

①1年 間 、育休 取 るんで す け ど_う ちの 下の子 っ て言 うの は,眠 た くな った ら自分 で

ね 、布 団 に寝 に行 く子 だ ったん です。(中 略)親 の手 のか か らない って い うか、ある意 味、

それ を 「(手が)か か らな い子 な の」 って 、 「ほ ら、 ほ ら。 ま た ほ ら独 りで寝 に行 く」 と

か って い うところ で、 こ うわが子 を見 てたん です け ど、 同和保 育 との 出会 いの 中で は、

や っぱ りそ の子 が、 どん だ け人 との 関係 の 中で 、 「自分 は こ うや ね ん」 「こ うして ほ しい

ねん」とい う主張 とい うのを、それは0歳 の時はどんな主張を してんねんとか、;歳 は ど

んな主張 してんねん とか、やっぱ り主張 してい くことってす ごい大事やんなあ とい う話

になった時に、わが子 って、親 にどんだけ期待 してるんや ろと思った らね、親 に期待 し

ないん です よ。 全然 、親 に 、親 に抱 っ こ して も らって寝 よ うとか 、泣 い て受 け入 れ て も

らお うとい うこ とを一切 しない こ とに気 がつ い て、慌 て ま したね。 す っ こい 何 、 自分て

何 を こ う、この子 、この子 と ど う向 き合 って きた んや ろな あ とか思 った り_(中 略)で もね、

や っぱ りそれ に気 がつ いて か ら、や っぱ りわ が子 をみて い った ら、保 育 所 に1歳 か ら行

って るんです け ど、や っぱ り人 との関係 って つか ないん です。 わが 子は_..。 」

②

に、

こ っちが 「聴 くで ～」 とか 「見 るで～」 とか、 あの 、そ うい うと勢 を もっ た とた ん

ドン ドン要 求 って 出て くるん です よ。 「も っ と抱 っ こせ え(も っ と抱 っ こ して)」 と

か 、 「もっ とおん ぶせ え(も っ とおんぶ して)」 とか 、な んか 、だ か ら、や っぱ りど っか

で 、 こ うあ き らめて きたっ てい うか、 子 ども 自身 が_。(そ れ を知 る と大 人 も)変 わ る。

何 かす ごい、 う～ ん。

③ 何 かた ぶ ん、 な～ ん とな く漠 然 と 「自己主 張 って大事 や で」 って 言 い もっ て、や っ

ぱ りす ごい漠然 と して いた のか も しれ ない です。 漠然 とって言 った らす ごい 、い い か げ

ん なの か も しれ ないん です けれ ど_.。 や っぱ り、主張す る ことが、人 との 関係 とど う繋

が って い くんか とい うのが 、や っ ぱ り、た ぶん 、それ がち ょ うど自分 の子 育て の時 期 と、

(自己主張が大切 とい う)話 を聴いた時期が重なって、やっぱ り、す ごく自分の中の実

感 としてはすごい入ったんだと思 うんです。
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(2)同 和保育との出会い②:H保 育所での勤務

わが子の育児を通 して、子 どもの自己表現 ・主張を大人が促す ことの重要性に気

づいたB先 生は 、転勤 にな り、H保 育所 勤務 となった。H保 育所は創立当時か ら同

和保育の理念 を保育方針の基本 としている園であ り、以前の勤務先 とは状況が異な

っていた。特に保育者間で差別の問題 について語 り合 う時間の中で、他ゐ人々ゐ話

す内容 と、 自分が育った環境や価値観 との違いにとまどい、 自信 をな くしていく。

B先 生は「H保育所 とい う職場での1年 目、自分の考えを表明した り、自分 らしい感

情表現をすることができなくな り、自己肯定感が得にくい状態であった こと、自己

表現 ・主張、 自己肯定できない辛 さを語っている。

④ 私 、す ごい、だから(自 分の)価 値観 をものす ごい持 ってたからねぐ(特 定の)価 値

観 のあ る人間 、(特 定の)価 値観 をもっ て育て られ てきて るか ら、 こ うは 、 こ うい うレー

ル の中 で、 これ がい いん だ、 これ が 当た り前 なんだ って 育て られ て きて い るか ら、す ご

い 自信 が ない って い うか、H保 育所 に来た 時 に、も うそ こは、 自分 の中で は100%差 別 の

こ とを考 え る保 育所 って い うの もあって 、あそ こがね 、ま あ、実際 そ うなん です け ど∴ 、

自分 の差別 性(を)見 抜 かれ た ら ど うしよ うと思 うと、 す ごい あっ て、 も う、 保 育所 に1

足 が 向 かな いん です よ。 も う、ほ ～ん とに向か な くって 、 も、行 き に泣 いて、 帰 りに泣

いて 、 も うぐ な んで 、 自分 は ここにい て るんだ ろ うって 、』こ こに来 ない とい けな いん だ

ろ うって思 っ て、何か 、ものす ごい ドキ ドキ しなが らあの ～1年 を こ う、あ の保 育所 です

ごす んです けれ ど._。

⑤ あの指 定 園な んか の経 験 の中 で、み ん な差別 性 って もって るよね って 、 もっ て るよ

ね って 、 それ を、 ま あ当た り前 の よ うに親(子 どもたち の保 護 者)に も話 した りす るん

です け ど_.(中 略)、 頭 でわ か.って るん です け ど、や っぱ り、 も うや っぱ り、 どっか で、

こ この 自分 の一 言 で、す っ こい傷 つ けて るん じゃな いか と思 った ら、 ものす ご くそ こに

ドキ ドキ して しま った り、 も うしゃべれ ない し、 しゃべれ な い し_ね え。す ごい しん ど、

い んです よね。

(3)同 僚 との 出会 い:自 己表現 ・主張 の機会 と自己認識の 深 ま り

H保 育所 で の2年 目にB先 生 は障 碍児担 当 とな り、た また まN先 生(B先 生 よ

り年下)と 同 じクラス で仕事 をす るこ とにな る。若 いN先 生は 、経験 の 中で 、相

手 の こ とを知 りた い、知 らない と分 か り合 え ない、だか ら聴 きた い と単純 に思お う

とい うよ うな こ とをB先 生に伝 えなが ら、B先 生 に 「なぜ そ うなのか?」 とい う質

問 を多 く した とい う。 また、B先 生 は、そ の 当時 主任 だ ったM先 生 と保 育 につ い

て深 く話 をす る機 会 を もって い る。B先 生 は、この2人 とのや り取 りを通 して なぜ

自分 は職 場 で 自己主 張 ・自己表 現 がで きに くか ったの か とか 、自分 が どの よ うな考



62

え方(価 値観)を もっているのか とい うことに気づ く。B先 生はこれ らの同僚 との

出会いが 自分を振 り返 る機会 を与えて くれた と述べている。

⑥N先 生 と一 緒の ク ラス になっ て、私 、 障碍児 の担 当だ った んです け ど、彼 女が す ご

い、こ う、私 自身 を振 り返 らせ て くれ るんで す よ。 「な んで 、先 生 はそ う思 うん?(な ぜ,

そ う思 うの)」、 「何 で そ う思 った ん?(ど う して そ う思 った の)」 って い うこ とで、 す ご

い振 り返 らせ て くれ て 、例 えば それ が子育 ての こ とだ った り、保 育 の こ とだ った り、 自

分 の こ とだ った りって い うところで_(中 略)何 かそ こで 、自分て い うのが整 理 され てい く

んです よ。(中 略)

⑦ あ っ、 自分 はや っぱ りここです ごい 自信 が なか っ たか らや な とか 、あ あや っ ぱ り、

自分 て 、 こ うい う風 な価 値観 を もってい る か ら、 こ この保 育所 の一歩 が しん どか って ん

や な とか._。 何 か 自分 の価 値観 にす ごく立 ち止 ま'らせ て も らえた とい うか あ_。

⑧M先 生 は、わ りと保 育の ことで す ごい 、こ う、振 り返 らせ て くれ るってい うか 、 「何

で先 生 は、 じゃ あ、 そ うしたい と思 った ん?」 「何 で そ こで、 こ う思 っ たん?」 とか_6

「そ う思 う先生 の 中 にあ る ものは何 な ん?」 とか とい う風 に保 育 の とこ ろで、 こ う、 こ

う 「じゃ あ例 えば こ うした ら ど うな った と思 う?」 とか、 「じゃ あ、そ うしなか った ら、

じゃあ 、 こ うな って たん かあ?」 とか、何 か1つ の ことに対 して 、す ごい色 ん な とこか

らの、 こ う、 見方 とか を、 こ う、 自分 と重 ね て こ う、 しゃべ る機 会 とい うの を して くれ

た り...。 だ か らす ごい整理 され てい くんです よ。

また 、B先 生の語 りか ら、これ らの 同僚 はB先 生が 自分 の考 えを表 現で す る機 会 、

す なわ ち 、自己表現 ・主張 の機 会 を与 えた こ とが わか る。職 場 での 自己表 現 ・主 張

を通 して、B先 生 は、 自分 が親 の強い 干渉 に よっ て,自 身 の考 え を表 現す る ことを

押 さえて育 って 来 た とい うこ とも含 め、 自己 を再 確認 し、 自分 を受 け入 れ て い く。

r

⑨ 差別 され た経 験 も、傷 っ け られ た経 験 もない。 だ か ら、 じゃ 、差別 され た 人 の気持

ち、わ か らへ ん のや ろか?と か、 自分 で しゃべ る こと、何 に もな いな あ とか、 ここで は

何 に も しゃべ られ へ んわ あ とか。 みな 、そ れ こそ ね、 何 か しん どか った時期 が あ った と

か 、や っ ぱ りい じめ られ た とかい うと ころで 、何 か一 緒 に考 えて い こ う とい うとこ ろで

発 信 が で きて も、私 には何 に もな いな あ とか思 っ てた。 で も結 局 、 こ う振 り返 ら して も

らった ら、 自分 も こ う、や っぱ り育 ちの 中です ごい レール 敷 かれ た きたや ん か とか。

(中 略)_

レー ノレ_。

ス ッ キ リ で き た っ て い う か..

(自 分 の親 の)こ うあ って ほ しい とい う思 いが結 局 強す ぎ て、 も うす っ こい

で も、 そ のす ごい価 値観 に気 づ いて い けた って い うこ とが 、あ る意 味 、 こ う

自分 の 中で_.。
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上記 のことから、B先 生の子どもの 自己表現,主 張を積極的 に促 進す る援助につ

いての確信 とそれを支える子 ども観 ・保育観の背景要因は、①同和保育 の中で大切

にされ てきた 「子 どもの気持 ちを聴 く、受け止める」ことの重要性が自身の子育て

の中で実感 をもって確認できたこと、②H保 育所で自己表現 ・自己主張ができない

ことが勤務の辛 さに繋が り、自己を否定的に捉 える結果 になったこと,③ 同僚 との

相互作用を通 して、自己主張 ・自己表現の機会を得、自己を振 り返って 自己認識 を

深 めた ことの3点 が挙げられる。

4.3.自 己変革 の実感 と自己肯定感

図1が 示 す よ うに、B先 生 の語 りか ら、彼女 は職 業人 ・公 人 と しての物 理 的 ・人

的環境 との相 互 作用 を通 して 自己 を振 り返 るこ との意 味 を確認 した と同時 に、私 人

と して も、育児 を通 して 、 自己 を振 り返 ってい る ことがわ か る。ま た、 この両者 は

密接 に関係 して い る。様 々な 出会 い を通 して 自己を振 り返 る機 会 を得 、自分 自身 が

変 わ った とい うこ とをB先 生は 「自己変 革」 とい う言 葉 を用い て表現 して い る。

⑩ や っぱ り出会いってそ う思 った ら大 きいなあって思って_。 あの、 もしか した ら、気づ

かないまま、このまま、保母5)を 続 け、な あん となく保母 を続 けていたか もしれない し、(中

略)_表 面 的に楽 しい保 育は進 めて いってた かも しれ ない..,。S保 育所 との出会い も大 きか

ったか も_。 大 きか ったですね。ふん、ふん、 と、あ と、H保 育所の出会い_..。(中 略)何

か、あの～、推進保育園の 中で も、や っぱ り、何 が一番大事か って い うと 「自己変革」 って

い う言 葉がす ご く言 われるんです よお。 自己変革_.。 何 てい うか 、そ の、ま、 「差別 がこの

世 の中にはい っぱいあ るよ～」 って言 うだけ じゃな くって、そ のこ と、実態 を聴 いた り、そ

のこ とを知るん じゃあな くって 、 自分 がそ こ、それで ど う変わ って い く、 自己変革 に対 して

すごい、どんだけ実感 していけるかっていうのが、推進園の中にあったんですけど、もう一

つ 、それがわか ってい るよ うであって 、わかって こなかった ってい うのが あったんです けど、

や っぱ り、.それをはっき りさせて もらったのは、今 かな あってい うのは._。

また 、以 下 の よ うな発話 内容 か ら、上 記の 自己変 革 の実感 は、B先 生 の現在 の仕

事 上の 充実感 と援 助方 法へ の確信 、そ して 自己肯 定感 に繋 が ってい るこ とが推 測 で

・きる。特 に仲 間か ら疎 外 され た り、周縁 化 され た子 どもに寄 り'添い受 容す る こ とに

よって 、そ の子 どもが 自分 を主張 した り表 現 した りす る よ うにな る こ とにB先 生 は

喜び を感 じて い る。

⑪(こ れ まで幸 せ と感 じた時 は)、 う～ん 、今 まで で._、 ほん と、 ご く最 近 なん です け

ど_。 や っぱ り、 あのM(昨 年担任 した、5歳 児 クラスの 男児 の名前 。み ん なか ら疎外

され てい たが 、最 後 に クラスの一 員 として 他児 との心 の繋 が りが見 られ た こ とを以前 、B

先 生 は筆者 に語 っ てい る)。Mや った りい、今 のRく ん(が 、変 わ ってい くこ と)で す ね。
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Rく ん がべ え～ っ と走っ てき て、 き ゅん っ と しがみ つ く(笑 い)。 私 、す ごい 、や っぱ

りRに 力い れて る(笑 いな が ら)。(中 略)(Rは)あ の子 な りの 、何 か、 まあ、結 局 、結

局 は、否 定 され て いる こ とだけは わか るか ら、あ っ、周 りが怒 っ てる、 否定 して る、 自

分 の こ と嫌 な感 じで 見 て るって い う_だ か ら部 屋 、飛 び 出 して い く_。 や っ ぱ り・ね、k

とつ き あって みて わか るんです よ。す ごい 、そ こで、Rと つ きあって 、Rが が 私 と一 緒 に

い て る時間 とい うめ が増 え てい く と、す ごい 、 あの子 自身 が否 定 されて い る こ とに敏感

や とい うこ とが一っ 見 える の と、Rと いて て(Rと 一緒 に いる と)、 周 りの子 がす ごい冷

た いって い うか_.。 そ した ら、言 葉 かけ も変わ ります よね。

⑫ も う、.100%受 け て、受 けて、受 けて、 受 けて_。(中 略)そ うした らも う、

ん どん どん 、や っ ぱ り我 が息 子 と一緒 な んです 。 どん どん 要求 して くるん です よ。

どんど

どん

どん 、 もっ と抱 っ こ して とか 、 もとおんぶ して って 、そ こ も全部 こ う、受 けて 、受 けて 、

今 は、 ち ょっ と、 こ う、 それ を、 こ う、 ち ょっ と話 の 中で 、 こ うや ろ?、 あ あや ろ?っ

てい うのを(話 を しなが ら、 こ うなの?あ あ なの?っ てい うの を)ち ょっ とず つや って

るとこな んです。

4.4.同 和 ・人権保 育に お ける自己表現 ・主 張の捉 え方

同和保 育 は、部落 差別 を な くそ う とす る運 動(解 放運 動)と 一 体 とな って取 り組

まれ て きた。しか し今 日、そ の運動 そ の もの が転換 期 を迎 えてい る。森(1997)は 、

「排 除 に よる差別 」か ら 「融和 に よ る差別 」 とい う言葉 を用 いて 、部 落 問題 の重 要

な局 面 が変化 してい る と述 べ、そ の変化 に伴 って、 自己表 現 ・主 張 の仕方 も変化す

る必 要 があ る と述 べ てい る。っ ま り、現在 では、結婚や 就 労等、部落 内外 の 結び っ

き は広 が りを見せ る よ うになっ てき て、かつ て排 除 を前 提 に捉 え られ て いた 「差別 」

に対 して 、現 在 の差別 は,社 会 内 に組 込 まれ るこ とに よる融 和へ の強 制 とい う形 に

変化 して きて い る。 したが って 、自己表現 ・主張 の仕方 も、排 除 を基本 とす る差別

に対 して は、告発 や糾 弾 とい う形 が有 効 で あった がく融 和 を基本 とす る差 別 を乗 り

越 え、新 しい関係 を築 い てい くた めに は、相 手 と共 に暮 らす こ とを前 提 と した説得

的 に語 りか け る手 だて が求 め られ てお り、自己表現 ・主 張 の技能 の習得 は不 可欠 で

あ る と してい る。

運動 と一 体 となっ て取 り組 まれ て きた同和 保 育で は、 「ネ:当な 目に合 い な が ら、

何 も言 えない子 どもはいな いか」、「一 人ひ と りが要 求 を出せ てい るか」 とい う視点

か ら、子 どもの 自己表 現 ・主張 を大切 に捉 えて きた と考 え られ る。 この場合 、保育

者 は弱 い 立場 にい る子 どもの側 に立 って、そ こか ら、その子 どもの 自己表 現 ・主張

を引 き出す よ うに援助す るこ とを重 要視 してい る。

一方
、1990年 代 以 降、 これ まで の運動 の成 果 の整理 と新 しい方 向づ けの 中で 、

同和保 育 とは何 か が問 い直 され 、同和保 育 は 、被差 別部 落 の子 どもた ち に部落 差別
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をな くして い く主 体性 を育 て るこ どを 目的 と した狭義 ゐ 同和保育「と、』同時 に、すべ

て の子 どもを人権 の主体 者 に育 て る広 義 の 同和保 育 の 両方 の視 点 を持 って 取 り組

む ことが必要 で あ る と考 え られ る よ うに なった。 これ に伴 って 「同和 ・人権保 育」

のカ リキ ュラム の検 討 が行 われ てい る。大阪府 の保 育者 た ちが 中心 にな って整 理 し

た 同和 ・人権 保 育の重 点 目標 め 中に は、 「人権 か ら見 て必要 で可能 な 、他児 と関 わ

る力 が 育つ。 自己主張 、 自信 、 自己肯定 の育 ち とそれ を支 える仲 間関係 が 育つ 」 と

い う項 目が あ る(大 阪保 育子 育て 人権情 報研 究セ ンター 、2006)。 ま た、 同様 の資

料 の 中に 「同和 ・人権 保育 の構 造 と要 素 」が ま とめ られ 、「ク ラスの民 主 的共 同体」

とい う目標 のた めに 「自己主張 と他者 の意 見 を聞 く力 」がそ の内容 の1つ と して示

され て い る(表3参 照)。 こ こに示 され てい る自己表現 ・主 張 の技 能 は、 従来 の 同

和保 育 の 中で強調 され て きた、弱 い立場 の子 どもにのみ 焦点 を 当てた もので はな く、

そ の子 どもをは じめ、子 ども達 自身 が人 間関係 づ く りのた めに身 につ け るべ き基本

的技 能 として捉 え られ てい る。

B先 生が,子 どもの 自己表 現 ・主 張 につ い て、同和保 育 と関連 させ て語 って い る

め は、同和 ・人権保 育 につい て、以 上 の よ うなカ リキ ュ ラム の検討 が な され て い る

こ とが背 景 にあ る。H保 育所 の職員 は、 「人権 保育 」 カ リキュ ラムの研 究会 に参加

してお り、そ の研 究報告 集(大 阪保 育子 育 て人権 情報研 究セ ンター,2004)に は、

年度 内 に計8回 、(保 育)所 内同和研 修 の機会 が あ るこ とが示 され て い る。 したが

って、B先 生 が、同和 ・人 権保 育 の取 り組 み と関 わ る中で、子 どもの 自己表 現 ・主

張 を促す こ とが重 要で あ る と受 け止 めてい た こ とは ご く自然 で あ り、この こ とはお

そ らく他 の保 育者 も同様 で あ・る と推 測 きれ る。自己抑制 か ら相 手 を慮 る よ うに子 ど

もを導 くだ けで な く、葛藤 を経 た対 話 を促 進す るため に、子 どもの 自己表現 ・主張

を意 識 的に促 す こ とが 、多文化社 会 にお け る寛 容性 の酒養 の た めの保 育課題 を検 討

す る上 で重要 で あ る と考 える時 、同和 保育 の蓄積 と同和 ・人権保 育 の カ リキ ュラ ム

検討 は大 いに有用 で あ る と言 え るだ ろ う。

表3同 和 ・人権保育の構造と要素

視点 実践の柱 具体的な目標 内容と方法

(デ腰 離 遊囎 多遙瞭 鱗 鋲寒力φ礁成)
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て人権情報研究センターp.2

※表中の下線、網掛けは筆者 による

4.5.「 振 り返 り」による保育者の自己変革 と援助方法との関係

(1)同 僚 との相互作用としての 「対話」と自己認識

子 どもは参加 している共同体の人的 ・物理的環境 との相互作用 を通 して学習 して
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お り、決 して、保 育者 か らの一 方的 な刷 り込 み に よって知識 ・態 度 ・技 能 を身 にっ

けるわ けで はな い。しか し、子 どもを取 り巻 く世界 を構成 してい る人的 環境 と して

の 保 育 者 の 価 値 観 と行 為 は、 幼 児 の 物 の見 方 や 概 念 、 行 動 に 強 く影 響 を与 え る

(Banks,1993)。 したが って、子 どもの 中 に多 様性 を尊 重す る知識 ・態 度 ・技能 を

育む た め には、保 育者 自身 がた とえ感 情 的 な リス クを ともな って も 自分 の態度 ・信

念 ・価値 観 につい て分析 し、 自己 を認識 す るこ とが大切 で あ る(Kenda11,1996)。

特 に、 「教 師(保 育者)は 、"お 前 は何 者 か 、 どの よ うに してお 前 は 自分 の見解 や 視

点 を得 る よ うにな つた のか 、 どの よ うなカ が働 いて 、現在 のお 前 をつ くった のか"

と 自分 に問 うこ とが大切 」で あ り、この よ うな 自己認識(自 覚)が 重要 で あ るに も

か かわ らず、最 も留意 され てい ない(Ayers,1989)。

ジ ャ コブ ソン(Jacobson,2003)は 、 多様 性 を尊重 す る保育 におい て 、子 どもた

ちの寛 容性 を育 む た'めには 、保 育 者 が 自己 を振 り返 り、 自分の偏 見 に気 づ くこ と、

す なわ ち、 自分 に とって 「不 快 な こ と」 と対 峙 す る ことを通 して 自己認識 す る必 要

性 を強調 してお り、特 に保 育者 の私 的経 験 と専 門家 と しての行 為 には関連 があ る こ

とを報 告 してい る。文化 的寛 容性 に 関す る多 くの書 物 は、保育者 が 、自分た ち の態

度 の背 景 に あ る制度 上 の人 種 主義 や 白人 の特権 や 支配 的 な文 化 の結 果 に気 づ く こ

との重要性 を強調 しては い るが、特 に 自分 自身 の偏 見に 関す る 自己意 識 を高 め る と

い うこ とにつ い ては言及 してい ない と彼 女 は述 べ てい る。そ して、不快 、あ るい は

痛 み といった個 人 的 な問題 を通 して 自己 を振 り返 る こ とに意味 が ある こ と、自己を

振 り返 り、 自身 の不快感 と対峙 す る こ とな しに、 「受 容」 とい うこ とを真 に教 え る

こ とはで きない とい うこ とを強 調 してい る。

H保 育所 で の所 内研 修 計画 に は、 「職 員 自身 の振 り返 りか ら 発 信!」 、 「職員 グ

ル ー プ討議:い ままで の研修 か ら職 員 一 人ひ と りが生い 立 ちを振 り返 り、自分 の価

値観 を 見つ め保 育 につ なげ てい く」 とい う内 容が組 み 込 まれて い る(前 掲 報告 書,

2004)。 また 、「い ろい ろな しん どさ(ス トレス)を 抱 えて い る保護 者 と話 し合 っ て

い る時 、職 員 自身 が抱 えて きた しん どさ と重 なっ て きた り、ま た この保 護者 を しん

どく させ てい るの は、自分 が持 ってい る偏 見 では ないか な ど、今 まで感 じられ なか

った意 識や感 覚 で考 える よ うにな りま した 」と、自己の振 り返 りを職員 間 で共有 す

る機 会 を持つ よ うに なった経緯 が記 され てい る。

B先 生 はイ ン タ ヴュー の 中で、H保 育所 に着 任 した最初 の1年 間は、 自分 自身 と

向 き合 うこ とを突 きつ け られ た苦 しさか ら、保 育所 に行 きた くな くな る ほ ど勤務 が

辛 か った と語 って い る(エ ピソー ド④,⑤)。 この こ とは、職場 で の会議 とい う公

の場 で 、私生 活 を振 り返 り自分 の中 にあ る不快感 や痛 み と向 き合 うこ とを他者 か ら

要請 され る体験 が 、い かに個 人 を苦 しめ るか とい うことを示 してい る。ジャ コブ ソ

ン(2000)は 、反 偏見教 育 に関す るカ リキ ュラム(ア ンチバ イア ス ・カ リキ ュ ラム)

に関す る保 育実践 を省 察す るた めの サポ ー ト・グルー プ を創 り、そ のセ ッシ ョン中
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に語 られ た保 育者 の偏 見 に関す る私的 感情 と保 育者 と しての行 為 の間 に あ る関係 ・

を検 討 し,個 人 の偏見 と保 育者 と しての行 為 の間 にあ る関係 を指 摘 して い る。米 国

の よ うに人 々が感 情 を言 葉 に して 他者 に語 る こ とが頻 繁 に行 われ る文化 にお いて

で さえ、自身 の偏 見 に関す る感 情 を言 葉 にす る こ とは 「不快 な こ と」で あ る。ま し

て 、わ が国 では、米国 に比 して 、保 育者 が 自分 の感 情 ・考 え を言 葉 で説 明す る こ と

に慣 れ てい る とは言 い難 い状 況 であ るた め、人 に よって は、保 育 所 内研修 会 での 自

己 の振 り返 りとい うこの作業 を、無意 識 に深 めない で、浅 い ところで留 めて しま う

か も しれ ない。同 じことを要求 され て も、作 業の深 度 は個 人 の 自由 に任 され てい る。

しか し、 同僚 で あ るN先 生(後 輩)やM先 生(先 輩)と の保 育 を通 した 自然 な

対 話 が、B先 生 を 自分へ の振 り返 りと自己認 識へ と導 く ことに な る。す なわ ち、こ

の こ とは、所 内研 修 で 「自己 を振 り返 る」とい う計 画 を立て るだ けで は、保 育者 の

中 で真 の変 革 は起 きな いか も しれ ない とい うこ とを示 唆 してい る。ゴンザ レス=メ

ーナ(Gonzalez-Mena ,2001)は 、多文 化共 生社 会の保 育者 には、価値 観 の異 な る大

人 同士が葛 藤 を体験 す る時 に 、 「議論 」 で はな く 「対話 」 をす るこ とが必要 であ る

と して、以 下の よ うに議論 と対 話 の違い につ いて述べ てい る。

・議論 の 目的は勝 つ こ と;対 話 の 目的 は情 報 を集 め る こ と

・議論 者 は話 す;対 話者 は尋 ね る

・議論 者 は説 得 しよ うとす る;対 話 者 は学ぼ うとす る

・議論 者 は納得 させ よ うとす る;対 話者 は発 見 しよ うとす る

・議 論者 は2つ の相 反す る見解 を示 し、 自分 が正 当、あ るい は最 善 だ とす る;対 話

者 は多様 な見解 を理解 しよ うとす る

N先 生やM先 生 は、 「なぜ そ う したの か?」 とか 「なぜ そ う思 った のか?」 と、

相 手 が 自分 の考 えを主張 した り、表 現 した りで き るよ うな質 問 を して、B先 生 に 自

己表 現 ・主張 の機 会 を提供 してお り、上記 の 「対話 」を実践 しよ うと してい る こ と

が わか る。

「自己を振 り返 る」とい う研 修 が計画 され てい たか ら、 日常 の何気 ない対話 を通

してB先 生 は 自己 を振 り返 るこ とが で きたの か、あ るい は、日常 の何 気 ないや り取

りの中 に、自己を振 り返 るき っか けが偶 然 あって 、その こ とを研 修 会 で語 った のか 、

2つ の 出来事 の前 後関係 は 定か で はない が、所 内 で 自己を振 り返 る研 修会 を開 くこ

とだけで な く、保育者 間 の 日常的 な1対1の 職業的 対 話(相 互 作用)「が 、保 育者 の

自己認識 を高 めるき っか け にな る とい うことを この事例 は示 して い る。

(2)個 人的体験と援助方法の関係:「 振 り返 り」の意味

B先 生に 自己表現 ・主張の機会を提供 したN先 生やM先 生の態度 は、B先 生の

子 どもに対す る相互的方法 と重なる部分がある。すなわち、子 どもの意志にっいて
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問い か けや 確認 を行 っ てい る こ とと重 な ってい る。保 育者 の個 人的 体験 と援 助方 法

とは どの よ うに関係 が あ るの だ ろ うか。

2人 の 同僚 とのそれ ぞれ の対 話 を通 して、B先 生 は2つ の体験 を してい る こ とに

な る。!つ は 自己 を振 り返 る こ とに よって 、自分 自身 が 自己表現 ・主張 で きに くい

環 境 で育 った こ と、自己 が ある意 味で抑圧 されて いた ことに気づ くとい う体 験 を し

てい る。2つ 目の体験 は、 自己表 現 ・主 張 をす る体 験で あ る。 この2つ の体験 がB

先 生 の子 どもた ちに対す る援 助方 法 の背後 に ある こ と、また 、H保 育所 の人権 を尊

重す る保 育実践 お よび 同和 ・人 権保 育 カ リキュ ラムの 目標 が、B先 生 の援 助 に影響

を与 えてい る こ とが推測 で き る。

鯨 岡(1999)は 、子 ども とお とな を 「育 て られ る者」,「育 て る者 」 として 眺 める

時、 「育 て る者 」で あ るお とな 自身 も、「育 て られ る者 」か ら 「育 て る者 」へ と移行

しつつ 、なおそ の生涯発 達過 程 を進行 中で あ ると捉 える こ とが で きる と述 べ てい る。

す な わ ち、一個 の 主体 であ る保 育者 の内部 に は、かつて 育て られ て きた 時の様 々な

記 憶 が蓄積 され てい て、それ が、子 どもを前 に した 時 に蘇 り、子 どもへ の対応 に影

響 す る(鯨 岡 と鯨 岡,2001)。B先 生 の子 どもへ の対応 もまた、B先 生 自身 が 「育 て

られ る者 」 と して蓄積 してき た記憶 か ら呼び 出 され た もの と捉 え る こ とが で き る。

ところで 、人 間の発 達 は、属 してい る共 同体 の社 会 文化 的活動 にそ の人 が参加 す る

プ ロセ スで あ り、その参加 自体が変 化 し続 け、同時 に共 同体 の社会 文 化的 活動 もま

た 変化 し続 けて い る(Rogoff,2003)。 つ ま り、B先 生の現 在 は、 自分 の生 まれ 育 っ

た 家庭 だ けで な く、結 婚後 の家 庭 、職場 等 、様 々な共 同体 に参加 しな が ら、 自分 の

周 りの世界 と相互 作用 を行 っ て きた プ ロセス の延長線 上 に あ る。この よ うに捉 え る

と、B先 生 の援 助 方法 は、過 去 か ら現在 に至 るB先 生 の経 験 と無意 識 に繋 が ってい

る。 したが って 、B先 生 の援助 の背景 に見 られ る 同和 ・人 権保 育 の理念 の影 響 も、

同僚 のN先 生やM先 生 を媒介 と して同和 ・人権保 育 を行 って きたH保 育所 とい う

共 同体 に参 加 したB先 生 の環境 との相 互作用 の結果 と見 なす こ とが で きる。

B先 生 は 、他 の保 育者 よ り(例 え ば、同 じクラス担任 のA先 生 よ り)子 どもの 自

己表 現 ・主張 に特別 にこだわ ったか かわ りを してい た。 この よ うなA先 生 とB先

生 の援 助方 法 の差 を生み 出 して い る背 景要 因 は何 だ ろ うか。上記 の よ うに考 えれ ば、

個 々の保 育者 の援助 方法 は全 ぐ同 じとい うこ とは あ り得 ない。 しか し、B先 生へ の

イ ン タ ヴュー結 果か ら、私 生活 にお け る子育 て を通 して、B先 生 が 子 どもの 自己表

現 ・主張 を促進 す る こ との重要性 を確認 した こ と(エ ピ ソー ド①,②,③)、 同僚

との対 話 を通 して、自分 自身 が親 の愛 情 と権威 に よって 自己表 現 ・主張 が充 分 にで

きず 、 自己 が抑圧 され てい た こ とに気 づい た こ と(エ ピ ソー ド、⑦ ・,⑨)、 ま た、

同僚 との対 話 に よろて、 自己表 現 ・主張 の機会 が 与え られ 、 自己を肯 定 して い くこ

とが で きた とい うプ ロセ ス(エ ピ ソー ド⑥,⑧)、 それ らすべ て に対 す るB先 生 自

身 の実感 が 、援助 方法 の背後 に確 か に あ るこ とは 明 らかで ある。つ ま り、一 人の保
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育者の援助方法は、その人が参加'している共同体 との相互作用の総体 として出現す

るものであるが、その保育者が、自分の行っている援助方法の 目的と意義を、理屈

だけで なく体験的に実感 しているとい うことが保育者の子 どもへのかかわ りを特

徴づけていると言える。

また、もしB先 生が 自身を取 り巻 く環境 との相互作用を通 して 「振 り返 り」を行

わなかった としたら、B先 生の現在の子 どもたちへの援助方法 は異なった ものにな

っていただろ う。図2は 、B先 生の個人的体験 と援助方法 との関係 を図示 した もの

である。図中破線 は無意識の繋が りを、また、実践は意識的な 「振 り返 り」を表 し

ている。 「振 り返 り」による自己認識によって、B先 生の 「育て られる者」 として

の記憶は保育者 としての援助方法に影響 を与えることになった。すなわち、「育て

られ る者」としての 自身の過去 を意識 的に振 り返 ることが、援助方法に積極的な意

味を与えてい ると言える。このことは、保育者養成や現職教育 のカ リキュラム内容

を検討す る上で示唆的である。
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図2B先 生の個人的体験 と援助方法 との関係



幼児期の反偏見教育的アプローチに関する一考察 71

5.要 約

本稿 では、反偏見教育的アプローチにおける保育者の援助方法に関す る課題を検

討す るために、幼児が可視的差異にネガティブな反応 を見せる場面で、積極的に子

ども同士の相互作用 を援助 し、それぞれの子 どもが自己表現 ・主張を充分に行いな

が ら,葛 藤 を経て仲間関係 を構築 していくよ うに促 している保育者への半構造的イ

ンタヴューを分析 して、保育者の援助方法 と自己認識に係 る経験的出来事 とが どの

よ うに関係 してい るかを検討 した。その結果、保育者の援助への確信 とそれを支 え

る子 ども観 ・保育観の背景要因は、① 同和保育の中で大切にされてきた 「子 どもの

気持 ちを聴 く、受 け止める」ことの重要性 が自身の子育ての中で実感をもって確認

できたこと、②H保 育所で 自己表現 ・自己主張ができないことが勤務の辛 さに繋が

り、自己を否定的に捉える結果になったこと,③ 同僚 との相互作用を通 して、自己

主張 ・自己表現の機会を得、自己を振 り返って自己認識 を深めた ことの3点 に要約

することができた。この結果 に基づき、自己変革の実感 と自己肯定感 の関係 、同和 ・

人権保育 にお ける自己表現 ・主張の捉え方、「振 り返 り」による保育者の 自己変革

と援助方法 との関係 について考察を加 えた。・

反偏見教育的アプローチ実践園の保育理念は どの職員にも共有 されてはいるが、

実際の子 どもとのかかわ りにその理念が活かされている度合いには個人差がある。

保育者 自身が保育理念を体験的に理解 しているか否かが、その個人差に影響を与 え

てい ること、また 「育て られ る者」,「育てる者」としての自己の過去を意識的に振

り返 ることが、保育者の援助方法に積極的な意味 を与 えていることが示唆 された。

このケース ・スタディで示唆 されたことの普遍性 を検討す ることが,今 後の課題で

ある。

注

1)日 本語 の 「偏 見」 の語義 は 、国語辞 典 で は 「偏 った見解.中 正 で ない意 見」(広

辞苑 第五版,1998)と 説 明 され てお り、偏 見の概 念 その もの には否 定 的な側 面
』だ け でな く好意 的方 向 を持っ 肯 定的 偏見 も含 まれ て い る

。 しか し、本 論 文 で取

り上 げ る偏 見(plejudice)と は、 「十分 な合理 的根 拠や経 験 的知識 な しに特定 の

事物 、個人 、集 団等 に対 して 向 け られ る非好 意的 ・敵対的 態度 」(新 教育 社会 学

辞典,1986)を 指 してい る。

2)幼 児期 とは,一 般 的 には1歳 ない し1歳 半～5,6歳 ま での時期 を指す 。 しか し、

本稿 で 「幼 児 」 と言 う場合 、 英語 のearlychildhoodに あた る3～6歳 の子 どもを

指 して い る。その主 な理 由は 、本 稿 の 内容 が幼 稚園 や保 育所 に在籍 す る3歳 ～6

歳 まで の子 どもに関す る こ とに 限定 され てい るか らで あ る。 つ ま り、幼稚 園 に

通 い始 める年齢 が満3歳 か ら とい うこ と と、保 育所 の もつ機 能 の うち、3歳 以 上
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の幼 児に 対す る教 育 につ いて は 、幼稚 園 教育 要領 に準ず る こ とが望 ま しい とさ

れ 、 幼稚 園 と保 育所 の保 育内容 が3歳 以上 につ いて は、基本 的 に共 通 であ る こ

とな どか ら、就 学前 の教育 ・保 育の 対象 と しての3～6歳 児 を指す 用語 と して 「幼

児 」 とい う言葉 を用 いて い る。

3)府 下 の複 数 の市 の保 育者 が集 まって,「 人 権 の視 点 に立 った保 育 カ リキ ュラ ム」

に 関す る月1度 の研 究会 が開 かれ て い る。研 究会 は府 下の公 立 ・私 立幼 稚 園お

よび保 育所 の職 員 、行政 関係 者 に開 かれ てお り、H保 育所 の職員 は これ に参加

して い る。 保 育研 究 会報告 書 は 、そ の研 究 会の2004年 度 の報告 集 、 「子 どもの

姿か ら作 りあ げる人権保 育カ リキユ ラム」 に掲 載 され てい る。

4)「 同和保 育」 とい う用 語 は、 「も とも と(被 差別)部 落 と一般 地 域 にお け る保 育

所 の格差 を解 消す る とい う保 育条 件整 備 の意 味合 い で使 われ てい た が、 同和 対

策 審 議会答 申(1965年)以 降 、(中 略)一 部 の運動 団体 の影響 の も とに 、裁判 闘

争 の課 題 を保 育 に取 り入れ るな ど、運動 に保 育 内容 を従 属 させ る傾 向が 生 まれ 、

それ が 同和保 育、解放保 育 と呼 ばれ るよ うにな った」(宍 戸健 夫 他 監,保 育小辞 典

編 集 委員 会 編2006,保 育小 辞典)。 国 際連 合 に よ って 「人 権 教 育 のた め の国 連

10年(人 権 教育10年)が,1995(平 成7)年 に提 起 され 、つづ い て、1996(平

成8)年 に、地域改 善対策 協議 会 が 同和対 策 にかか る 「特別 措置 法 」を終了 して

一般 対策 を工夫 しつ つ部 落 問題 の解 決 を 目指 す とい うこ とを基本 とした内容 の

意見 を具 申 し,翌1997(平 成9)年 に は地 域 改善対策 事業 が終 了 した こ とを受

け、「同和教 育 」 とい う言 葉 は 「人権 教 育」 とい う言 葉 に置 き換 え られ て用 い ら

れ る こ とが多 くなった。H保 育所 の あ るA市 では,保 育 につ いて は、1986年(昭

和61年)に 同和保育 基本 方針策 定 、2005年(平 成17)年 に 「これ ま で の同和

保 育 ・教育 、 障害児保 育 ・教 育 、児 童 の権利 に関す る条約 の主 旨を十分 にふ ま

え、(中 略)今 日的 な子育 て の現状 も合 わせ て 、新た に人権保 育の構 築 へ と発 展

させ て い く」 もの と して、 人権保 育基 本 方針 を策 定 して い るが、 並行 して1986

(昭和61)年 に策 定 され た同和保 育 基本 方針 も残 した かた ち となっ てい る。「同

和保 育 の用語 はす で に歴 史的 概念 で あ る」(前掲,保 育小 辞典)と 言 い きる研 究者

もい るが、上 記 の背 景 を持つA市 の保育 所 に勤務す る保 育者Bが2005年6月

に これ まで の経験 を振 り返 って語 る言 葉 の 中では 、「同和保 育 」 とい う言葉 が用

い られ てい る。

5)保 育 所お よび 、児 童福 祉施 設 に勤 務す る保 育 士 資格(保 育 士証)を 有 す る者 を

保育 士 と呼ぶ 。1998年 の児童 福祉 法施 行令 改正 に よ り、旧名 称 で あった 「保 母」

が改 正 され、「保 育士 」とな り、2001年 の児 童福祉 法 の改正 に よ って国家 資格 と

な った。B先 生は 、 自分の職 業名 に 関 して 旧名 称 を使 って語 ってい る。
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Anti・biasApproachfbrYbuhgChildren

-Re量atiOnSbetWeenteaCher'SeXperienCeSthatle訊dtOSe量f ・aWareneSSand

educatlomlmethod一

NaomiHIURA

Thispaperexamineswhatisexpectedofteachersintermsoftheeducationalmethodof

anti-bi.asapproachforyoungchildlenbyanalyzinghowtheeducationalmethodisr.elated

tQtheteacher'sexperiencesinherlif¢.

.Afterconductingapartially一 串tructuledinterviewaboutthelifestoryo軍ateacheτata

publicdaycarecenterintheKinkidistlict,datawereanalyzedflgmtheperspectiveofher

・ducati・n・1m6th・dt・yi・gtρ ・h・ng・th・3…pdy・ ・mi・S
.i・th・ ρ1assth・ ・ugh.・ni・t・ ・acti・・

methodofanti-biasapProach.

Theresultssuggestthatitisimpoltantfortheteacherto.understandtheeducational

conceptunderlyinganti-biasapProachthloughpersonalexperiencesthatleadto

self-aWareness.Lookingbackononeselfas',achildblo血ghtup.byadults置,and"anadult

bringing.upchildren"gives血ositivemeaningtotheeducatiollalmethod.


